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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部内に挿通配置された送水チューブに連通して上記挿入部の先端に送水ノズルが配
置された内視鏡の送水装置において、
　上記送水ノズルを、頭部が上記挿入部の先端から突出するシリンダ体と、上記送水チュ
ーブからの送水圧を受ける受圧面が形成されて上記シリンダ体内において軸線方向に進退
自在に配置されたピストン体とで構成して、
　上記シリンダ体の頭部には、その側方の観察窓の表面に向かって開口する側方ノズルと
、前方の観察視野の方向に向かって開口する前方ノズルとを形成し、
　上記ピストン体には、上記送水圧が高くなるとそれによって押し潰された状態に弾性変
形する弾性変形部と、上記弾性変形部より基部寄りの位置において通常は上記シリンダ体
の内壁面で塞がれていて上記弾性変形部の弾性変形により上記ピストン体が前方に一定以
上移動すると上記シリンダ体の側方ノズルと連通する状態になる側方連通孔と、通常は上
記シリンダ体の前方ノズルに連通していて上記弾性変形部の変形量が一定量を越えるとそ
の変形により閉塞された状態になる前方連通孔とを形成したことを特徴とする内視鏡の送
水装置。
【請求項２】
上記ピストンの軸線位置に貫通孔が真っ直ぐに形成されて、上記ピストン体の底面におい
て上記貫通孔の周囲を囲む面が上記受圧面になっていて、上記貫通孔の先端開口部分が上
記前方開口になっている請求項１記載の内視鏡の送水装置。
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【請求項３】
　上記ピストン体が弾力性のある部材により一部品で形成されていて、上記弾性変形部が
他の部分より薄肉に形成されている請求項１又は２記載の内視鏡の送水装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡の送水装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の挿入部の先端に配置された観察窓の表面に体内の粘液や汚液等が付着すると良
好な内視鏡観察を行うことができなくなるので、消化器内検査用の内視鏡には観察窓の表
面に向かって洗浄水を吹き付けるための送水ノズルが設けられている。
【０００３】
　また、大腸内検査用の内視鏡等においては、検査対象である粘膜面に便等が付着してそ
の部分を内視鏡観察できない場合があるので、観察視野の方向に向かって洗浄水を吹き付
けるための第２の送水ノズルが挿入部の先端に併設されている（例えば、特許文献１、２
）。
【特許文献１】特開平８－２３８２１４
【特許文献２】特開２００１－３７７０９
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上述のような従来の内視鏡の送水装置においては、観察窓洗浄のための送水チ
ューブと被写体洗浄のための副送水チューブの二本の送水チューブが挿入部内の全長にわ
たって挿通配置されているので、挿入部全体が太くなって、内視鏡検査を受ける人に与え
る苦痛が大きくなる欠点があった。
【０００５】
　そこで本発明は、挿入部内に一本の送水チューブを挿通配置するだけで、観察窓方向に
向かう送水と観察視野方向に向かう送水とを容易に切り換えることができる内視鏡の送水
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の送水装置は、挿入部内に挿通配置された
送水チューブに連通して挿入部の先端に送水ノズルが配置された内視鏡の送水装置におい
て、送水ノズルを、頭部が挿入部の先端から突出するシリンダ体と、送水チューブからの
送水圧を受ける受圧面が形成されてシリンダ体内において軸線方向に進退自在に配置され
たピストン体とで構成して、シリンダ体の頭部には、その側方の観察窓の表面に向かって
開口する側方ノズルと、前方の観察視野の方向に向かって開口する前方ノズルとを形成し
、ピストン体には、送水圧が高くなるとそれによって押し潰された状態に弾性変形する弾
性変形部と、弾性変形部より基部寄りの位置において通常はシリンダ体の内壁面で塞がれ
ていて弾性変形部の弾性変形によりピストン体が前方に一定以上移動するとシリンダ体の
側方ノズルと連通する状態になる側方連通孔と、通常はシリンダ体の前方ノズルに連通し
ていて弾性変形部の変形量が一定量を越えるとその変形により閉塞された状態になる前方
連通孔とを形成したものである。
【０００７】
　なお、ピストンの軸線位置に貫通孔が真っ直ぐに形成されて、ピストン体の底面におい
て貫通孔の周囲を囲む面が受圧面になっていて、貫通孔の先端開口部分が前方開口になっ
ていてもよい。
【０００８】
　また、ピストン体が弾力性のある部材により一部品で形成されていて、弾性変形部が他
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の部分より薄肉に形成されていてもよい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、一定以下の送水圧で送水操作が行われると、ピストン体の側方連通孔
がシリンダ体の内壁面で塞がれた状態を維持して、シリンダ体の前方ノズルから前方の観
察視野方向に向かう送水のみが行われ、一定の送水圧を越える高圧で送水操作が行われる
と、その圧力によりピストン体の弾性変形部が弾性変形してシリンダ体内でピストン体が
前方に移動することにより、ピストン体の前方連通孔が弾性変形部で閉塞されて、側方連
通孔がシリンダ体の側方ノズルと連通し、シリンダ体の側方ノズルから観察窓表面方向に
向かう送水のみが行われるので、挿入部内に一本の送水チューブを挿通配置するだけで、
観察窓方向に向かう送水と観察視野方向に向かう送水とを容易に切り換えることができ、
挿入部の径を細く形成して、内視鏡検査を受ける人が受ける苦痛を小さくすることができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　送水ノズルを、頭部が挿入部の先端から突出するシリンダ体と、送水チューブからの送
水圧を受ける受圧面が形成されてシリンダ体内において軸線方向に進退自在に配置された
ピストン体とで構成して、シリンダ体の頭部には、その側方の観察窓の表面に向かって開
口する側方ノズルと、前方の観察視野の方向に向かって開口する前方ノズルとを形成し、
ピストン体には、送水圧が高くなるとそれによって押し潰された状態に弾性変形する弾性
変形部と、弾性変形部より基部寄りの位置において通常はシリンダ体の内壁面で塞がれて
いて弾性変形部の弾性変形によりピストン体が前方に一定以上移動するとシリンダ体の側
方ノズルと連通する状態になる側方連通孔と、通常はシリンダ体の前方ノズルに連通して
いて弾性変形部の変形量が一定量を越えるとその変形により閉塞された状態になる前方連
通孔とを形成する。
【実施例】
【００１１】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２において、１は、可撓管によって外装された内視鏡の挿入部であり、その先端に連
結された先端部本体２の先端面には、観察窓３と図示されていない照明窓等が配置されて
いる。
【００１２】
　観察窓３の裏側に配置された対物光学系４による被写体の投影位置には固体撮像素子５
の撮像面が配置されていて、先端部本体２の前方の観察視野内の被写体の像が撮像され、
図示されていないモニターテレビによりそれを観察することができる。
【００１３】
　挿入部１内には、例えば四フッ化エチレン樹脂チューブ等からなる一本の送水チューブ
６が全長にわたり挿通配置されていて、その先端は先端部本体２の後端部分に接続固着さ
れている。
【００１４】
　１０は、送水チューブ６を経由して送られてきた水を外方に噴出させるために送水チュ
ーブ６に連通して先端部本体２の先端に配置された送水ノズルであり、この送水ノズル１
０は、頭部１１ａが先端部本体２の先端面から前方に突出するシリンダ体１１と、シリン
ダ体１１内に軸線方向に進退自在に配置されたピストン体１２とで構成されている。
【００１５】
　シリンダ体１１は例えばステンレス鋼管材等で形成されていて、シリンダ体１１の頭部
１１ａには、その側方の観察窓３の表面に向かって開口する側方ノズル１３と、前方の観
察視野の方向に向かって開口する前方ノズル１４とが開口形成されている。シリンダ体１
１の頭部１１ａ以外の部分は、無底の円筒状に形成されて先端部本体２内に埋設されてい
る。
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【００１６】
　ピストン体１２は弾力性のある合成樹脂材又はゴム材等により形成されていて、その軸
線位置に貫通孔１５が真っ直ぐに形成され、ピストン体１２の底面において貫通孔１５の
周囲を囲む面が送水チューブ６からの送水圧を受ける受圧面１９になっている。
【００１７】
　ピストン体１２の先端近傍部分には、送水チューブ６からの送水圧が高くなるとそれに
よって後方からシリンダ体１１の頭部１１ａの内面に押しつけられて潰された状態に弾性
変形する弾性変形部１６が形成されている。
【００１８】
　この実施例では、弾性変形部１６が他の部分より薄肉に形成されて、ピストン体１２全
体が一部品で形成されている。ただし、ピストン体１２は、弾性変形部１６だけを弾力性
のある部材で形成して他の部分と接合する等、複数の部品で構成してもよい。
【００１９】
　ピストン体１２には、シリンダ体１１の側方ノズル１３に対応する側方連通孔１７と、
前方ノズル１４に対応する前方連通孔１８とが形成されており、貫通孔１５の先端開口部
分が前方連通孔１８になっている。
【００２０】
　側方連通孔１７は、弾性変形部１６より基部寄りの位置において通常はシリンダ体１１
の内壁面に密接して塞がれた状態になっており、図１に示されるように、弾性変形部１６
を弾性変形させてピストン体１２を前方に一定以上移動させると、側方連通孔１７が側方
ノズル１３と連通する状態になる。
【００２１】
　一方前方連通孔１８は、図２に示されるように、通常はシリンダ体１１の前方ノズル１
４と真っ直ぐに連通していて、図１に示されるように、弾性変形部１６の変形量が一定量
を越えるとその変形により閉塞された状態になる。
【００２２】
　このように構成された実施例の内視鏡の送水装置は、送水チューブ６を経由して一定以
下の送水圧で基端側から送水操作が行われると、図２に示されるように、側方連通孔１７
が閉塞されて前方連通孔１８が前方ノズル１４と連通した状態を維持し、前方ノズル１４
から前方の観察視野方向に向かう送水のみが行われる。
【００２３】
　そして、一定の送水圧を越える高圧で送水操作が行われると、図１に示されるように、
その圧力により弾性変形部１６が弾性変形してシリンダ体１１内でピストン体１２が前方
に移動し、その結果、前方連通孔１８が弾性変形部１６により閉塞され、側方連通孔１７
と側方ノズル１３とが連通することにより、側方ノズル１３から観察窓３の表面に向かう
送水のみが行われる。
【００２４】
  このようにして、本発明においては、挿入部１内に一本の送水チューブ６を挿通配置す
るだけで、観察窓３の表面への送水状態と観察視野方向への送水状態とを容易に切り換え
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の送水装置において観察窓表面方向への送水が行われる
状態の側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の送水装置において観察視野方向への送水が行われる状
態の側面断面図である。
【符号の説明】
【００２６】
　１　挿入部
　２　先端部本体
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　３　観察窓
　６　送水チューブ
　１０　送水ノズル
　１１　シリンダ体
　１１ａ　頭部
　１２　ピストン体
　１３　側方ノズル
　１４　前方ノズル
　１５　貫通孔
　１６　弾性変形部
　１７　側方連通孔
　１８　前方連通孔
　１９　受圧面

【図１】 【図２】
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